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大阪市立大学理学部附属植物園（大阪府交野市私市 2000）は、昭和 25 年に大阪市立大

学理工学部附属の研究施設として発足し、植物学の基礎研究の対象として多くの植物の収

集と保存に努め、今年で発足から 60周年を迎えました。 

現在、当植物園では、珍しい植物であるアオノリュウゼツランが開花しようとしていま

す。また、こちらも珍しい植物であるプヤ・ベルテロニアナがすでに開花していますので、

お知らせします。 

 

●アオノリュウゼツラン 

分 類：リュウゼツラン科 

  原産国：メキシコ 

  特 徴：テキーラの原料となり、最高 5ｍ程度にまで生長。生長に非常に長い年月 

を要し、当園では約 50年の歳月をかけて初めて 1株開花した。 

名前の「リュウゼツラン（竜舌蘭）」の由来は、葉の部分にある長くて硬い

トゲが竜の舌のようであることから。 

   開花状況：7月下旬から 8月初め頃にかけて、4年ぶりに開花しそうである。 

    

         「アオノリュウゼツラン」の最近の様子 
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●プヤ・ベルテロニアナ 

分 類：パイナップル科 

  原産国：チリ 

  特 徴：当園にある種類（プヤ・ベルテロニアナ）は導入して数十年して初めて 

開花。3枚の花弁は深い青緑色で、中にある雄しべの赤色とのコントラ 

ストが非常に美しい。 

   開花状況：6月 11日（金）2年ぶりに開花。 

 

     

              「プヤ」の開花の様子 

 

当園では、25.5ha の敷地内に日本を代表する 11 種類の森の型（樹林型）も復元してい

ます。更に、絶滅危惧植物の保護育成にも積極的に取り組んでおり、毎年 30,000 人から

40,000人程度の来園者があります。今後も市民の方々の自然学習及び生涯学習の場として

活用していただくために、広く社会にこれらの情報を公開していきます。 

 

 ＜大阪市立大学理学部附属植物園の概要＞ 

  〒576-0004  大阪府交野市私市 2000 

  TEL：072-891-2059  FAX：072-891-2101 

    ・開園時間 9:30～16:30（入園は 16:00まで）  

・休 園 日 毎週月曜日（ただし、月曜が休日の場合は開園）、12/28～1/4 

・大人 350円※団体（30人以上）の場合大人 280円 

※ 中学生以下無料。身体障害者の方は障害者手帳の提示で無料。 
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